25. 自分の1日を紹介しよう(1)
~What time is it, Mr. Wolf?~
○　目的：英語で時間を聞いたり答えたりすることができる。
○　対象：小学校6年生

○　文法：What time is it? It’s ~ o’clock. It’s breakfast time/ lunch time/ dinner time.
○　準備：絵本“What’s the time, Mr. Wolf?”
＜タスクの進め方＞

○　Pre-Task
  １．“What’s the time, Mr. Wolf?”の読み聞かせをする。
　２．時間の尋ね方、答え方を、絵本の中で使われていた表現を思い出させながら導入し、練習する。　　


○　Task
　１．だるまさんがころんだと同様に行う。

　２．じゃんけんでオオカミ役を決め、オオカミ役は教室の壁際に立つ。
　３．オオカミと反対側にスタートラインをつくり、オオカミ役以外の児童はそこに立つ。 

　４．児童は全員でオオカミに“What time is it, Mr. Wolf?”と時間を尋ね、オオカミが答えた時間の数字と同じ歩数だけオオカミのほうに進む。
　　　　
　
　　　　　
　５．繰り返し行い、オオカミが児童にタッチされたら、オオカミの負け。 

　　　ただし、オオカミ役は“It's ~ o'clock.”のあとに続けて“It's breakfast time/ lunch time/ dinner time”などと食事の時間を言い、児童を追いかけることができる。このとき、児童はオオカミに捕まる前にスタートラインまで逃げて戻らなければない。
　　　児童がスタートラインまで逃げ切ればオオカミの負け、オオカミが児童にタッチできればオオカミの勝ち。オオカミが勝った場合は、捕まった児童とオオカミ役を交代する。オオカミが負けた場合は、交代できない。 
＜ワンポイント・アドバイス＞ 
　英語ノートの表現に合わせ、絵本とは異なるがここではwhat’ time is it?を使う。
　オオカミが食事の時間を言う場合は、その食事にふさわしい時間でなければならない。時間と内容があわないときは、オオカミの負け。
  ○ “It's seven o'clock. It's dinner time!”
  × “It's five o'clock. It's lunch time!”

参考　(絵本)：“What’s the time, Mr. Wolf?”　(2003)　Child’s Play
(Ayumi)

T: What time is it?


S: It’s eleven o’clock!


T: What time is it?


S: It’s one o’clock!





 オオカミ：“It's five o'clock.”


 残りの児童：5歩オオカミの方へ進む。








